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国
が
お
こ
な
っ
た
あ
か
ら
さ

ま
な
不
当
差
別
に
、
社
会
正
義

も
、
自
分
と
家
族
の
生
活
も
奪

わ
れ
た
国
鉄｢

民
営
・
分
割
化｣

全
労
連
が
、
臨
時
大
会
を
開

き
、
組
織
を
あ
げ
て
た
た
か
う

こ
と
を
決
め
た
こ
と
に
勝
利
の

展
望
を
見
い
だ
し
て
名
古
屋
で

常
駐
オ
ル
グ
と
し
て
の
運
動
を

始
め
ま
し
た
。

愛
知
の
仲
間
の
支
え
と
励
ま

、

、

し
で

夏
の
名
古
屋
の
生
活
や

、

毎
日
の
オ
ル
グ
に
チ
ラ
シ
ま
き

「
一
の
日
」
行
動
の
宣
伝
カ
ー

で
の
訴
え
も
、
元
気
に
楽
し
く

活
動
す
る
こ
と
が
出
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

重
要
な
局
面
を
迎
え
た
国
鉄

闘
争
「
政
府
・
Ｊ
Ｒ
の
責
任
を

、

認
め
た
」
勝
利
め
ざ
し
、
十
三

年
間
止
ま
っ
た
家
族
と
の
生
活

の
時
計
を
動
か
し
、
多
く
の
仲

間
に
元
気
を
返
す
た
め
に
も
。

も
う
、
ひ
と
踏
ん
張
り
！

全
動
労
争
議
団

工
藤

博
志

愛知で10年、愛労連とともにたたかい続けてきた国鉄闘争
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を
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を
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を
住
民
の
足
にににに

国
鉄
フ
ェ
ス
タ
あ
い
ち

「
来
て
、
見
て
、
聞
い
て
。
み
ん
な
い
っ
し

ょ
に
国
鉄
フ
ェ
ス
タ
」
の
よ
び
か
け
に
、
会
場

の
白
川
公
園
に
は
九
〇
〇
〇
人
の
労
働
者
・
市

民
が
家
族
づ
れ
で
参
加
。
お
い
し
い
バ
ザ
ー
に

舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
、
鉄
道
の
安
全
は
、
職
場

に
民
主
主
義
が
保
障
さ
れ
て
こ
そ
の
思
い
を
共

有
「
Ｊ
Ｒ
を
住
民
の
足
に
「
一
〇
四
七
名
の

、

」

解
雇
・
不
当
差
別
撤
回
」
の
決
意
を
。

国
民
要
求
実
現
大
集
会

会会会会
場場場場
埋埋埋埋
めめめめ
つつつつ
くくくく
すすすす
十十十十
三三三三
万万万万
人人人人

佐
川
・
暴
力
団
疑
惑
の
徹
底
糾
明
、
自
衛
隊

海
外
派
兵
反
対
、
国
民
本
位
の
不
況
対
策
な
ど

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
東
京
・
代
々
木
公
園
で
大
決

起
集
会
。
愛
知
か
ら
一
一
〇
〇
人
が
参
加
。
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ミニSLやバザーにも人気の人だかり

国
鉄
フ
ェ
ス
タ

あ
い
ち
に
九
〇
〇
〇
人

in

一
〇
四
七
名
の
不
当
解
雇
撤
回
を
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依
佐
美
基
地
包

依
佐
美
基
地
包

依
佐
美
基
地
包

依
佐
美
基
地
包
囲囲囲囲

日
本
平
和
大
会

｢

人
間
の
く
さ
り｣

行
動

九
二
日
本
平
和
大
会
に
、
愛
知
を
は
じ
め
全

国
か
ら
参
加
し
た
五
〇
〇
〇
人
の
仲
間
は
、
大

会
最
終
日
の
二
三
日
、
平
和
の
手
と
手
を
つ
な

ぎ
あ
い
、
依
佐
美
基
地
を
人
間
の
鎖
で
包
囲
。

基
地
の
早
期
返
還
と
と
も
に
、
違
憲
・
違
法
の

カ
ン
ボ
ジ
ア
派
兵
を
強
行
し
た
宮
沢
内
閣
へ
の

怒
り
の
声
を
響
か
せ
ま
し
た
。

11111111////22223333ゼ
ネ
コ
ン
・
や
ら
せ
・
少
年
法
・
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

・
コ
ン
サ
バ
・
ア
ン
ビ
リ
ー
バ
ブ
ル
・
ド
ー
ハ
の

悲
劇
・
イ
エ
ロ
ー
キ
ャ
ブ
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
君
・
摂

触
障
害
・
清
貧
・
謎
本

世世世世
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一
月
三
〇
日
〜
三
一
日

愛
労
連
第
一
回
社
保
学

愛
労
連
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回
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保
学

愛
労
連
第
一
回
社
保
学

愛
労
連
第
一
回
社
保
学
校校校校

医
療
・
福
祉
の
充
実
や
年
金
制
度
改
悪
阻
止

の
た
た
か
い
へ
、
社
会
保
障
の
今
日
的
意
義
を

つ
か
み
な
お
し

「
豊
か
な
老
後
の
た
め
に
公

、

的
年
金
制
度
改
善
を
求
め
る
請
願
」
署
名
の
と

り
く
み
を
推
進
し
よ
う
と
開
催
。
社
保
協
で
は

毎
月
一
回
の
年
金
相
談
室
を
開
設
し
ま
し
た
。

大大大大
企企企企
業
労
働

業
労
働

業
労
働

業
労
働
者者者者
とととと
のののの

共
同
の
拡
大
を
追
求

九
三
国
民
春
闘
勝
利
を
め
ざ
す
学
習
討
論
集

会
に
は
、
新
日
鐵
、
三
菱
、
中
電
、
ト
ヨ
タ
、

日
立
、
住
軽
金
な
ど
県
内
の
大
企
業
職
場
か
ら

9 3春9 3春9 3春9 3春闘闘闘闘

も
多
数
の
参
加
、
幅
広
い
戦
線
の
構
築
が
強
調

さ
れ
ま
し
た

春
闘
本
番
は

二
月
十
二
日

不

。

、

「

況
打
開
、
九
三
国
民
春
闘
・
争
議
勝
利
を
め
ざ

す
愛
知
総
行
動
」
や
、
ト
ヨ
タ
総
行
動
、
三
・

一
七
、
四
・
七
の
ス
ト
を
配
置
し
た
統
一
行
動

と
と
も
に
労
働
者
・
名
古
屋
市
民
の
要
求
を
実

現
す
る
絶
好
の
機
会
と
し
て
、
竹
内
平
候
補
を

先
頭
に
名
古
屋
市
長
選
挙
を
革
新
市
政
の
会
・

労
働
者
選
対
の
中
軸
と
し
て
奮
闘
し
ま
し
た
。

この１年間で
解決した争議
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